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原 著

抗結核削の研究明 12報)ポ

酸ハイドラチッドのアノレデヒド縮合によ

る結核菌発育阻止作用に対する影響

柿本セ郎 山本健一

(It ii似甚大やがil¥研究所化学部予防部)併

( If{{利132年 l月8日受付)

1;'.$';"'芋は11:[1乙ピリジ γ系駿ノ、イドラチッドがffiJ系のア

jレデヒドとの縮fTによって，その結核|民IIC対する浴育問lトー

作用が試験竹内に於てはJ';9}JIIする'jj"をdめたc}，2) 仙の系

列のアャfヒドとの締介物lと就いても種守報告があり，使

川U;によっては殴ハイトラナット t'j休より有効であるとい

う報告もある。著省宇(ま更に他の酸ハ fトラチッドとアノレ

グヒドの結合物を作り，そのアノレデヒドの種湖、によって試

験γJ内のjiUf，i力に如何なる去が生ずるかをしらべて見た。

ビリジン系アノレプヒドはl!tlこだぶせる如く 1，2)I1)Jらか

に j/c仏j)Jを 1'，界一せしめるが，今 1'】|の多少~~，!i 校1'1'-1 とよ日和力が

あると:与えられる。仙のアノレデヒドとの結合物は治 lぷの

立11くベンツアノレグヒドとの縮合物とl同程度であり，駿ハイ

ドラチット自身のJ;'Ll'fiJJとも大足が必められなかった。

一般に，遊，~1f アミノ棋を合する fA品1 核存1)は多くのJ必 fr

t川也にIIflばを}JIJえるとfjLii，f}Jが減少する C これは，このu
fl司が引終的lこ組利iJJが勿;命あるが，より優先的にIIlli古蛋

I~J との鋭利)Jの為lこィ'~ì1j'1'i: 1じされると考えてよいと思われ

るが p-アミノアルデヒドの縮合物の場合も他のアノレグ

ヒトと比較して抗I'-M)Jがイ、活性化されている。この事は

Xvllこ於ける如く，有効な酸ハイドラチァドであるイソニ

コチン酸ハイドラチッドlとFて持{こ著しい事は興味のある

事である C

本研究lこ際し第一製薬徐式会1'1の伽「デ情をj'.}t.こ事を此

i~rに深謝す。

実験の部

酸ハイドラチッドとアルデヒドの縮合併での新10物

I)Ij報; 本誌， 4， 1 (19ラ紛
糾札幌市 iじ12条西 5111

(ま酸ハイドラチッドとアノレデヒドとの、丸信ムをがj10-20 {，午

の洞精工/11とて煮沸する l事 1-21時間， 1~後折':+:せる料品を

油取すっ f糸押結vJ占}V;品少景の煽場i冷はf澗問精を万夜実干だをしたるf後愛パ冷')'j却羽しf私粘河J山IV;dfJi

を泊取する O 高??んど定量的lこ紡今物を向。 i酉精叉は;j(より

i守幸Jff討する。

1-ベンツオイルー2-p-ジメチルアミノペンチリデンヒ

ドラチン (II) 白己の縮介}j法に従って作る。判精より

再結品i'，j1，点1820 白色料!品，微最前色村j品を含むO 元素分

析，C16H170N3 としての，:I'i~l1[I'( ; C， 71. 88; H， 6.41. 

だ験似 C，71.90; H， 6.31. 

1-p-ハイドロオキシベンツォイールートペンチりデン

ヒドラチン (VI)百JM，にして作る。 酒精に比較的溶けや

すl'白色川長い針状品， 融点 2230 元素分析 CJ4H1202

N2としての，;1幻(!i'(;C， 69. 99; H， 5.03九験前 C，

69. 63; H. 4.93. 

1-p-ハイドロオキシベンツォイールー2-p-アミノペン

チりデンヒドラチン (V) 紡合反応物の収泣はこのもの

については思るL、。油精より再結晶黄色給品性粉末，融点

2670 元素分析 C14HlS02N としての計算値;C， 65.87 

; H 5.13. 実験偵;C， 65.56; H， 5.36. 

1-p-ハイドロオキシベンツォイール -2-サリチリデン

ヒドラチン(¥1) 酒精に比校内易熔，微黄色針状結晶，

融点 266。元素分析 C14H1203N2としての計節伯 C，

臼 .62;H， 4.72.実験値;C. 65.35; H，ラ.06.

1-p-ハイドロオキシベンツォイー}~-2-p- ハイドロオ

キシベンチリデンヒドラチン(VI1) 紡{~反!之、放を烹色濃

給してが(冷，問符i品をj内精より l司Ç~/i~d， 白色去i'~犬IiJl，凶f}~i，
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263。元素分析 C14H1203N2 としての計t~ql立 C ， 65.62; のC!i卸値;C， 69.65; H， 7.14. 実験値 C，69.39;H， 

H. 4.72.だ験値;C， 65.30; H， 4.29. 7.43. 

1-p-ハイドロオキシベンツォイールー2-p-アセチルア 1-p】ヂメチルアミノベンツォイール -'2-サリチリデ

ミノベンチリデンヒドラチン(咽 p-アセチjレアミノ

アノレデヒドと酸ハイドラチッドの縮合によって作る o?'門精

[こ')\jj: i先日な 1000 イ/U 此色針状%r'tti~! ， 融.'，'.( 3040 Jl..余分析;

CI.，HI50:1 N3としての口|算他;C. 63.15; H， 5.30.災駿
伯;C， 63.5ラ;H. 5.28. 

1-p-メ卜オキシベンツォイールー 2-p-アミノベンチ

リデンヒドラチン (1X)黄色針状結晶 品川、 2620 元素分

析 CI5Hlo03N3としての社釣値;C， 66.90; H， 5.61. 

3実験偵 C，66.65; H， 5.8ラ

1-サリチロイールートサリチリデンヒドラチン (X)

酒精より再結晶しやすい。 黄色針状結11131地点 2780 元素

分析 C14HI203N2としての社労値;C，65.62; H. 4.72 

実験値 C，日.60;H， 4.37. 

1-p-ジメチルアミノベンツォイール目2-ベンチリデ

ンヒドラチン (X1) 酒精に比較的関u容なれども再結晶
riJ能，白色紡糸状結晶 融点 2830 元素分析 CI6H17

ON3としての計釘値;C， 69.99; H， 5.03.実験勉 C，

70.19; H， 6.50. 

1-p-ジメチルアミノベンツォイールー2pーアミノベ

ンチリデンヒドラチン (XII) 比較的酒精に蹴溶，黄色

針状結晶 融点 2850 元素分析 C!6H180N4としての計

算値 C，68.06; H， 6.43. 実験値 C，67.86; H， 

6.08. 

1-p甲ジメチルアミノベンツォイールー2-pージメチル

アミノベンチリデンヒドラチン (XIII) 酒精に知的，黄

色針状料品 融点 2780 元素分析 CIsH220N4 として

ンヒドラチン (XN) 消精に易溶， ，放黄色葉状結晶 融

点 20r元素分析 C16HI702N3として計算値 C，67. 

82; H，6.0ラ. 実験値;C， 67.90; H， 6.17. 

1-イソニコチノイールー2-p-アミノベンチリデンヒ

ドラチン (XYI) 梢粉に比較的知溶貨色針状結品 f班

点 2470 元素分析 Cl3HI20N4としての計算他 C，

64.98; H， 5.03. 実験↑~I; C， 64.91 ; H， 5.05. 

抗菌試験(試験管内) 培地は Kirchner培地に10%

牛血清を合むものと，合まざるものと別々に使用した。|岩

株は 3週間小川培地で培養した人型有毒結核歯 H37Rv 

種を用いた。而しl1';i主(は第 11報までよりは少なく 1mg/cc 

の|勾話瀞液を0.1cc宛各試験管lこ接種して試験に供した。

抗菌力と l宣量との相互関係は!ciIJに報告するが或る範凶では

大差がない事をたしかめた九 被故物質はプロピレングリ

コーノレl乙溶解滅l毛lし，最終濃度が 100，50，10，及び 1rが

1 ccに含まれる様に調製した。判定は 370Cでラ週間，但

し血清含有の問地での}jは3週間と大差がな"'0しかる後

試験管を振って，全く l¥¥il;gが管!氏より上るのを認めないも

のを以って-とし，その発育したものをその程度により

っ~十十十十とした。
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Ir;J. .条(，[ご出走を非 '?t~' に少なく ， ~n ち 0.01 g/ccの浮i持泌を O.lccとった場合，イソニコTン酸ノ、ィドラチツド
の有効濃度l主0.1r/ccとなり， tA的方のi;'rドをボす O
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